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シリア邦人女性記者死亡
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回
突
然
銃
撃
、
避
け
ら
れ
ず

　
　
［
牛
リ
ス
社
問
］
シ
リ
ア
北
部
ア
レ
ッ
　
　
ト
ル
コ
溺
部
牛
リ
ス
で

ポ
で
2
0
員
こ
し
た
目
本
人
久
性
ジ
ャ
ー
2
1
口
に
社
則
迂
回
の
取
材

言
は
、
政
権
側
、
脱
体
削

亘
の
ど
ぢ
ら
が
掌
握
し
て

ナ
リ
ス
ト
ヽ
出
土
言
さ
ん
脂
）
ら
は
ヽ
に
応
じ
た
佐
藤
さ
ん
に
よ
レ
る
の
か
が
即
座
に
は
分

取
オ
申
こ
迂
づ
号
令
こ
「
迷
レ
浸
を
Ｉ
る
と
、
山
本
さ
ん
と
佐

隻
か
ら
な
い
場
所
に
足
を
踏

レ
ノ
レ
ド
刊
言
∩
∩
且
ノ
言
⑤
牡

撃
を
回
遊
す
る
す
べ
が
な
か
っ
た
△
付
勤
シ
リ
ア
側
に
越
境
こ
反
体
ニ
の
時
た
っ
た
こ
　
「
前
方

を
共
に
し
て
い
た
目
原
の
佐
藤
和
孝
さ
ん
川
瀧
「
白
山
シ
リ
ア
単
一
　
で
二
股
に
分
か
れ
た
緩
や

の
胆
一
回
か
ら
悲
剥
の
瞬
間
を
再
現
員
ヅ
　
の
部
隊
に
同
行
し
た
。
　
谷
な
下
り
坂
の
行
の
庶

子
面
関
連
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
ッ
ボ
に
首
い
言

一
に
見
え
て
き
た
集
団
を
、

　
シ
リ
ア
で
死
亡
し
た
ジ
ャ
成
、
順
緊
ま
で
脂
掛
け
る

Ｉ
ナ
リ
ス
ト
、
山
本
美
香
さ
ビ
デ
オ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ん
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
後
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。

の
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
と
ど
ま
□
　
２
０
０
８
年
秋
に
は
目

取
材
を
続
け
る
な
ど
、
1
5
年
本
テ
レ
ビ
系
「
き
ょ
う
の

以
上
に
わ
た
り
爽
涼
の
紛
争
出
来
事
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド

地
か
ら
戦
禍
の
惨
状
や
佳
良
キ
ャ
ス
タ
ー
に
。
混
迷
す

の
暮
ら
し
を
報
告
し
て
き
る
イ
ラ
ク
な
ど
か
ら
中

九
。
紛
争
の
最
前
線
を
熟
知
継
リ
ポ
ー
ト
を
続
け
た
。

す
る
山
本
さ
ん
の
貴
重
な
指
盾
組
ス
タ
ッ
フ
は
当
時
、

摘
は
政
府
の
っ
政
策
仕
分
け
」
　
「
小
柄
で
き
ゃ
し
ゃ
な
山

に
も
生
か
さ
れ
た
。
　
　
　
本
さ
ん
は
、
実
は
相
当
夕

　
地
元
山
梨
の
都
留
ズ
科
人
フ
な
人
」
づ
ホ
テ
ル
の
隣

を
卒
業
後
、
Ｃ
Ｓ
放
送
賜
デ
察
・
を
戦
車
が
雨
撃
し
て

ィ
レ
ク
タ
ー
を
経
て
１
９
９
も
踏
ん
張
る
姿
に
、
力
性

Ｏ
年
代
干
ば
か
ら
独
立
系
メ
　
ス
タ
ッ
フ
も
登
回
収
帽

デ
ィ
ア
、
ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ス
し
た
」
と
振
り
返
っ
て
い

に
所
属
。
ハ
ン
デ
ィ
ー
カ
メ
九
。

ラ
を
試
写
に
撮
影
か
ら
貫
　
ク
目
八
ン
政
権
ド
の
ア

門専が材取地争紛

片
荷
さ
ん
は
当
初
、
白
山

シ
リ
ア
軍
の
部
隊
か
と
思

い
、
カ
メ
ラ
を
構
え
た
。

　
し
か
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
っ
た
先
頭
の
部
隊

員
が
銃
を
構
え
た
瞬
間
、

政
府
軍
か
政
府
側
の
民
兵

だ
と
悟
っ
た
の
だ
と
い

う
。

　
　
「
そ
れ
と
同
時
に
銃
口

約
1
0
年
前
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
取
材
す
る

山
本
美
香
さ
ん
（
遺
族
提
供
）
　
、

が
聞
か
れ
た
」

　
銃
撃
ば
デ
帽
休
」
だ

っ
言
そ
の
際
、
山
本
さ

ん
は
佐
藤
さ
ん
の
「
２
～

Ｉ
を
拾
い
、
喪
心
を
通
フ
担
架
に
賎
万
わ
る
変
わ
り

で
白
山
レ
リ
ア
ず
の
応
仁
県
万
万
山
本
忘
八
の
姿
亙

へ
。
山
本
さ
ん
の
緋
を
爆
っ
た
。

じ
て
い
る
と
、
白
山
シ
リ
ー
　
仁
腕
に
人
き
な
鉄
則

言
百
貨
戸
口
い
久
帽
テ
車
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
・

寸
部
隊
は
約
妁
賜
方
に
‐
１
自
分
の
目
回
万
亡
て

言
言
壮
行
、
銃
弾
が
賤
二
い
士
言
わ
几
牛
り

丁
谷
つ
巾
、
恍
甘
の
二
付
子
の
痢
院
口
㈲
か
っ
久

居
ち
り
・
ぢ
り
に
。
片
言
二
　
縦
穴
回
目
に
し
た
の
は

⑤
言
言
三

言
且
且
づ

見
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
竺

作
づ
３
特
半
ご
ろ
の
こ
二

≒
諮
註
言

言
訃
且
三

師
は
遥
び
込
ま
れ
芒

き
に
は
卒
岡
れ
て
い
几

出
阻
多
俎
だ
っ
た
」
言

白
に
も
八
割
印
あ
っ
た
二
　
岫
は
き
れ
い
だ
っ
た

幄
ば
胤
で
ぬ
れ
、
ズ
ボ
ン
憚
は
古
示
し
温
か
白

は
呉
っ
⑤
に
染
ま
０
、
め

悍
壬
ヨ
ヴ
牛
の
服
部
に
か

胆
し
た
。
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破
仰
の
寂
が
あ
っ
几
医
頌
は
淡
々
と
し
て
い
几

貪
。
感
情
を
押
し
股
甘

の
恚
っ
に
性
墜
辻
午
∩

亡
国
山
犬
で
２
度
講
演

山
　
　
依
頼
の
小
川
教
授
「
信
じ
ら
れ
な
い
」

　
山
本
美
香
さ
ん
は
２
ｏ
陽
樹
教
授
脂
）
は
「
戦
地

ｏ
８
、
月
年
、
講
演
の
た
言
生
活
す
る
古
式
の
苦
し

め
岡
山
人
を
訪
れ
た
。
コ

ツ
ボ
紛
争
の
際
に
翔
り
蒔

い
、
講
演
を
依
輯
し
た
同

人
国
際
セ
ン
タ
ー
の
小
川

山本さん「政策仕分け」で指摘も

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、
女
性
　
ウ
ガ
ン
ダ
や
チ
ェ
チ
ェ

の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
取
ン
、
コ
ソ
ボ
で
ち
紛
争
を
取

材
を
行
い
、
イ
ラ
ク
戦
争
材
し
た
山
本
さ
ん
。
石
は

で
は
、
空
爆
ド
の
バ
ゲ
ダ
り
自
分
の
専
門
は
紛
争
他

ッ
ド
府
民
に
寄
り
添
っ
帯
。
ギ
リ
ギ
リ
の
取
材
を
し
、

た
。
0
3
年
度
ボ
ー
ン
・
上
き
っ
ち
り
帰
っ
て
く
る
緊

ｍ
記
念
同
原
記
者
賞
の
特
張
感
が
好
き
」
と
語
っ
て
い

別
貢
を
受
け
て
い
る
。
　
た
。

　
政
府
の
「
提
言
型
政
策
　
中
学
生
に
講
演
し
た
原
に

仕
分
け
」
で
、
山
本
さ
ん
は
「
紛
争
他
の
子
ど
も
た
ち

が
外
交
分
野
の
「
仕
分
け
は
『
大
き
く
な
っ
た
ら
、
絶

Ａ
に
選
ば
れ
た
の
は
昨
対
戦
争
な
ん
か
な
い
時
代
に

言
行
。
行
政
刷
新
会
議
し
た
い
』
と
話
し
て
い
ま
し

関
係
者
は
「
在
外
公
館
の
‘
だ
。
財
界
中
で
苫
し
ん
で
い

往
り
方
に
つ
い
て
、
ビ
ザ
る
人
が
い
る
こ
と
を
却
っ
た

の
発
給
な
ど
紛
争
他
取
付
上
で
、
安
全
て
自
由
な
社
会

の
経
験
に
基
づ
い
た
呉
体
が
ず
っ
と
続
く
よ
う
に
、
努

的
な
指
摘
を
し
て
く
れ
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え

た
」
と
振
り
返
る
。
　
　
て
い
た
。
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一
－
　
－
１
　
、
　
　
－

れ
な
い
」
と
悲
痛
な
表
情
往
を
向
け
て
ほ
し
い
と
‥

み
を
懸
ハ
匹
に
伝
え
よ
う
と

し
て
い
た
。
ま
だ
信
じ
ら

を
浮
か
べ
た
。

　
出
合
っ
た
の
は
土
９
９

９
年
。
小
川
教
授
は
、
国

際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ

Ｍ
Ｄ
Λ
（
岡
山
本
）
が
ア

ル
バ
ニ
ア
に
派
遣
し
た
コ

ソ
ボ
紛
争
の
難
民
支
援
ボ

ク
ビ
７
‐
ィ
ア
の
一
員
と
し

て
参
加
。
口
本
の
交
接
団

体
が
い
る
と
聞
き
、
山
本

さ
ん
が
訪
ね
て
き
た
。
「
約

１
ヵ
月
半
、
夕
食
を
一
緒

性
だ
っ
た
が
、
言
葉
は
力

強
か
っ
た
」

　
以
降
、
山
本
さ
ん
と
は

年
１
度
程
度
、
メ
ー
ル
で

近
況
を
報
告
。
冷
涼
依
頼

も
快
く
受
け
入
れ
、
「
戮

に
囲
ん
だ
。
穏
や
か
な
女
一

場
か
ら
田
原
は
猷
を
哲
子

る
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

学
土
石
に
イ
ラ
ク
戟
箇

ど
の
取
材
時
の
状
況
舌

く
語
っ
た
と
い
う
。
⊇

い
人
に
、
も
っ
と
財
完
に

う
思
い
を
強
く
感
じ
言

女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
士

し
か
で
き
な
い
仕
事
か

る
、
と
繰
り
返
し
て
い
ヤ

ま
だ
ま
だ
活
躍
し
て
い

か
っ
た
」
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